
 
 

 

 

 
 
 

 

 Messerschmitt Me262A 
 

タミヤ 1/100スケールプラスチックキット 

製作・文：政府開発援助 

１．Ｍｅ２６２について

 メッサーシュミットＭｅ２６２は第二次世界大戦末期にドイツ空軍に実戦配備された、世
界初のジェット戦闘機／爆撃機である。ユンカースＪｕｍｏ００４Ｂ型ジェットエンジン２基を
搭載した後退翼機で最高速度は約８７０[km/h]に達した。Ｍｅ２６２には３０[mm]機関砲を
装備した戦闘機型のＡ－１ａ型（加えて５０[mm]ロケット弾を装備した対地攻撃用機も作ら
れた）、５００[kg]爆弾２発を搭載した爆撃機型のＡ－２ａ型、複座の夜間戦闘機Ｂ型、性
能向上型のＣ型等が存在する。各型合わせて約１４００機が生産されてエース部隊に重
点的に配備されたものの、戦局を挽回するには至らなかった。 
 本機を配備した部隊としてはＪＶ４４（第４４戦闘団）やＪＧ７（第７戦闘航空団）、コマン
ド・ノボトニー等が知られている。 

２．キットについて

 キットの発売は１９７１年のことで、今回は製作していませんがロケット戦闘機Ｍｅ１６３と
のセットで、飾り台も付属しています（ちなみにタミヤミニジェットシリーズ中唯一の大戦機
のキットである）。キットには２５０[kg]爆弾と爆弾架の部品も付属しており、爆撃機型を作
ることも可能です（対地攻撃用ロケット弾の部品は残念ながら付属していません）。デカー
ルはノボトニー・ガーランド・爆撃航空団と順当なものとなっています。パネルラインは当
時のタミヤスタンダードともいえる、スジボリと凸モールドの併用で再現されています。 

３．製作と塗装について

 個々のパーツの形状は今見ても遜色無いのです
が、合わせ目の段差が結構有るのでエポキシパテ
（タミヤ・速硬化タイプ）とサーフェーサー５００（グン
ゼ・ビン入）で目立たないようにしています。左右の
エンジン部は歪みが大きく、ヤスリ掛けには苦労し
ました。プロポーションは変更していません。但し、
キャノピーと胴体のつながりに不自然さがあったの
でこの部分のみ修正しています。作業の過程で失
われた凸モールドの一部は彫り直しましたが、差し
支えない箇所はそのままです。機銃点検ハッチに
ある膨らみが省略されていたので追加。ピトー管・
アンテナ・コクピット等はそれらしく作り直していま
す。尚、前輪式降着脚の為、機首に釣り用オモリ約
６[ｇ]を固定して有ります。 
 塗装はＲＬＭ７６（グンゼ・缶スプレー）を吹き、スー
パークリア光沢（グンゼ・缶スプレー）でコートした
後、ハセガワ－レベル1/48ガーランド機の塗装図を
見ながら筆塗りで迷彩塗装を行いました。塗り分け
にはエナメルカラー（タミヤ）を用い、ＲＬＭ８１はカー
キドラブ＋ハルレッド、ＲＬＭ８２は濃緑色＋明灰白
色です。コクピット等はエナメルのフィールドブルー
です。キット付属のデカールを用いてガーランド中
将機を再現しました。最後にガンダムマーカーのス
ートブラックでスミ入れし、バーントアイアンでエンジ
ン部に軽く汚しを入れています。 
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４．製作過程

ジェット戦闘機とはいえ
1/100ではこんなに小さ
い。

機首に固定した釣り用オ
モリ。手前はエンジンに流
用した旧ＬＳ製1/144爆
弾。

迷彩塗装はエナメル系の
調合色の筆塗りで再現し
ている。

完成するとほとんど見え
なくなるが、計器板周辺に
手を入れてみた。

2/2 ページ


